
【様式①】（指定管理者記入様式） 

 

指定管理者自己評価結果 

 

指定管理者 特定非営利活動法人 ぷち・マミィ 

事業期間 令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

管理体制 常 勤    ２名 

非常勤    ３名 

職員の 

勤務状況 

常勤は１日８時間・週５日勤務 

非常勤は午前２名・午後１名 

 

 

１．施設のサービス水準等 

（１）業務内容 

項目 内容 協定事項等 
実施状況 

（実績値等） 

サービス状況 

（課題・達成度等） 

運
営
業
務 

開館日・時間 

休館日 

①日曜および 

国民の祝日に 

関する法律に 

規定する休日 

②１２月２９日から

翌年１月３日まで 

 

時間 

午前９時から午後５

時３０分 

（利用は午後５時ま

で） 

条例・協定に基づき 

適正に処理した 

条例・協定に基づき 

適正に処理した 

受付・案内 
適切な受付・案内業

務の実施 

業務に精通した職員

配置及び研修期間の

設置等により適正に

対応した 

利用者・来館者と良好な関

係を築いている 

料金設定 
条例第７条によるも

のとする 

条例・協定に基づき

適正に処理した 

条例・協定に基づき適正に

処理した 

広報・宣伝 

のびっこだより・ブ

ログ・ 

公式ＬＩＮＥでの情

報発信 

のびっこだより・ブ

ログ・公式ＬＩＮＥ

を利用し、イベント・

講座への参加を呼び

掛けた 

 



 

項目 内 容 協定事項等 
実施状況 

（実績値等） 

サービス状況 

（課題・達成度等） 

施
設
維
持
管
理

清 掃・ 

保守点検 
施設維持保全業務等 

清掃業務・植栽管理

業務・警備業務・保守

点検業務 等 

各種業務を遂行し、 

大きなトラブルや 

苦情等はなかった 

修 繕 
予算の範囲内で実施

する 
収支報告書のとおり 

予算内で適正に 

処理した 

施
設
利
用
等
許
可
業
務 

利用者数 

サービスの向上を図

り、利用者の増加に

努める 

令和５年度利用者数 

１３，２５６名 

感染症対策での予約制・人

数制限しながらも前年度よ

り利用者数が増加した。 

利用料金 
条例第７条によるも

のとする 

条例・協定に基づき

適正に処理した 

条例・協定に基づき適正に

処理した 

利用率 

サービスの向上を図

り、利用者の増加に

努める 

対面での講座はもち

ろん、オンライン講

座も実施 など 

各種講座は常に定員数に達

している。 

自
主
事
業 

 

令和５年度 

事業計画書 

参照 

各種講座 

イベントの実施 

 

市民ニーズに応え、

多種多様なイベン

ト・講座を展開した 

年齢別教室やサッカー教室

地域との連携の講座等を 

実施し、市の子育て支援に 

貢献した 

 

各種相談事業 

 

もしもし相談（電話） 

ようこそ相談（来所） 

オンライン相談  
こんにちわ相談 

（訪問） 

１０２件 

５１６件 

１０８件  

２６６名 

 

※予約者のみのカウント 

 

 

 

 

そ
の
他
業
務 

施設の運営体制 
本市市民の優先雇用

を行う 

本市市民を雇

用 
本市市民の雇用 

基本的人権の尊重 
人権を尊重した施設

運営を行う 

人権について

ポスター・研

修等で周知を

実施 

人権について正しい認識を

持ち、施設運営を実施した 

職員研修 
管理運営に必要な研

修業務の実施 

市実施の保育

研修を受講 

研修を実施することで、職

員のスキルアップにつなが



独自の研修を

実施 等 

った 

個人情報保護 

管理運営に係る情報

の公開に関し、大東市

の取扱いに準じて必

要な措置を講じる 

適正に措置を

講じた  

今後も個人情報に万全を期

す 

情報公開 

管理運営に係る情報

の公開に関し、大東市

の取扱いに準じて必

要な措置を講じる 

適正に措置を

講じた 
今後も条例を遵守する 

事故等への対応 

・あらゆる緊急事態、

不測の事態には適切

な措置を講じ、関係機

関への連絡を行う 

・危機管理体制の構築 

及び対応マニュアル 

の作成、災害時対応 

訓練を実施する 

・マニュアル

作成を行う 

 

・防災訓練を

実施した 

引き続き職員の啓発、訓練

などにより素早い対応や自

己防止に努める 

環境問題 
環境に配慮した取組

みを行う 

光熱水費の削

減や使用する

紙の削減の取

組みを実施し

た 

光熱水費を基準値より削減

に成功した。今後も省エネ

対策を心掛け、環境に配慮

した取組みを適切に実施す

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）利用者満足度（⇒下記の２項目を主に掲載） 

 

① 利用者アンケートの項目・実施結果を掲載 











 

 

 

② 市民から意見・要望等 

常時設置しているアンケートＢＯＸ、利用者アンケ－ト、各種講座・イベント 

終了後の感想等で収集した利用者の生の声を聞き、ニーズに合わせた内容の 

講座を実施している為、参加者から好評を頂き、全講座定員数越えの申し込みを 

頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）収支状況（⇒収入と支出、それを踏まえた収支を掲載） 

 



２．総合評価 

 

① 業務内容（運営業務、施設維持管理業務、施設利用等許可業務）について評価 

今までの管理運営経験を活かし、本施設の特性を踏まえた維持管理業務に努めました。 

協定書・仕様書・事業計画書に沿った運営を行い、市民サービス向上を意識した管理運営が 

出来たと考えております。今後も今年度の経験を元に、利用者の視点を忘れず丁寧な対応を 

行い、満足していただける施設運営に努めて参ります。 

 

 

 

② 業務内容（自主事業、その他業務）について評価 

密を避けるため、定員数も減らし、空間の仕切り、飛沫が飛ばないように配慮した内容で実

施した各種講座・イベントは全て定員に達し、キャンセル待ちが続出するほど、利用者から好

評を頂きました。オンラインでの講座も毎回たくさんの方に参加していただきました。 

 

 

 

利用者満足度について評価 

常時設置しているアンケートＢＯＸ、利用者アンケ－ト、各種講座・イベント終了後の感想

等で収集したご意見を、全職員で情報共有するとともに改善策を議論し、実践しました。 

その結果が、利用者アンケートの高評価に繋がったと考えております。 

 

 

 

収支状況について評価 

支出については、前年度に続き光熱費の基準値より大幅な削減に成功しました。 

今後も、より適切な維持管理を行い、健全な収支状況に努めてまいります。 

 

 


